
 

後期高齢者医療の配慮措置の設定方法 

後期高齢者医療制度について、令和 4年 10月 1日より、一定以上の所得を有する方の負担割合を 2割とするとともに、 

1 ヶ月分の負担増が最大でも 3,000円に収まるよう配慮措置が導入され、給管帳クラウドでも対応しました。 

※但し以下を除きます。 

*地域独自公費で、配慮措置の対象になる場合 

*保険と公費の金額が異なる場合 (月途中から公費が始まる場合等) 

 

1. 

メインメニューから[訪問看護(医

療)管理]を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

[利用者管理(医療)]を選択後、 

利用者一覧から該当利用者を選

択して、[詳細]を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 



3. 

利用者の詳細画面が表示されま

したら、[医療保険情報]の[追加]

を押してください。 

 

※既に情報が入っている場合は、

最新保険情報を選択後、[編集]を

クリックしていただき、有効期間の

終了日を9月末にしてから一度登

録してください。 

 

次に最新保険情報を選択後、[複

写]をクリックしてください。 

 

 

 

4. 

保険情報を入力します。 

 

 

※注意事項 

・給付割合が 9 割→8 割に変更さ

れているか。 

 

・高額療養費の金額が入っていな

い場合は、必ず 18000円を設定。 

 

・有効期間の開始日は 2022年 10

月からで登録 

 

入力ができましたら、[登録]をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 

医療保険情報が登録できました

ら[療養費明細情報]を選択後、

[追加]をクリックしてください。 

 

※既に[療養費明細情報]を登録

されている場合は、最新の[療養

費明細情報]を選択後、[複写]を

クリックしてから新しい情報を入

力してください。 

 

6. 

編集画面になるので、[特記]を選

択後、[コード選択]をクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 

特記の設定画面が表示されまし

たら、[41 区カ]にチェックをしてか

ら[登録]をクリックしてください。 

 

登録後、[設定一覧]の項目で[41

区カ] が表示されていることを確

認後、[▲設定]をクリックしてくだ

さい。 

 

最後に[登録]をクリックしてくださ

い。 

 

 

 

 



※1. [41区カ]と[02長]と両方適用する場合 

・[マル長]の場合は、利用者医療保険情報詳細画面の[療養費明細情報]の特記のところで、[コード選択]をクリック後、 

 [02長]にもチェックを入れてから[登録]をクリック後、[▲設定]をクリックしてから[登録]をクリックしてください。 

 また、医療保険情報の[高額療養費]は 10,000円で設定してください。 

 (配慮措置対象外) 

 

※2. 配慮措置の対象外 

・公費単独・公費併用等 

・公費負担医療及び特定疾病療養（マル長）等 

 

※3. 窓口負担額について 

・配慮措置は高額療養費として支給されるため、窓口負担額の計算は１円単位での計算となります。 

 

配慮措置に対応した設定は以上となりますので、実績登録・集計後、明細書等をご確認ください。 


